
実践キャリア・アップ戦略について  

１．狙い・方向性 

２．システム・評価方法 

○ 成長分野における実践的な職業能力の評価・認定制度 （キャリア段位制度）を構築し、成長分野に
おける人材育成・労働移動を推進。 

○ 復興に資する人材の育成と産業の振興に貢献するため、被災地で先行的・重点的に実施。 

○ ①介護プロフェッショナル ②カーボンマネジャー（省エネ・温室効果ガス削減等人材） 
  ③食の６次産業化プロデューサーの３分野について実施。 

○ エントリーレベルから トップ・プロレベルまでの７段階で評価 

○ 「わかる（知識）」と「できる（実践的スキル）」の両面で評価 

○ 「わかる（知識）」の評価 
 → 原則として、認証された「育成プログラム」の履修により評価 

○ 「できる（実践的スキル）」の評価 

① 介護プロフェッショナル：ＯＪＴを通じて評価                        
（例：入浴介助・排泄介助などの基本介護技術、事故発生防止等） 

② カーボンマネジャー：これまでの実務経験・実績により評価      
（例：省エネ法の定期報告書等） 

③食の６次産業化プロデューサー：これまでの実務経験・実績により
評価 （例：６次産業化の事業の売上、商品数、雇用者数等）  
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７ 
・分野を代表するトップ・プロ
フェッショナル                                                   

６ ・プロレベルのスキル 

・高度な専門性、オリジナリティ ５ 

４ 
・一人前の仕事ができる 
・チーム内でリーダーシップ  

３ 
・指示等がなくとも、一人前の仕
事ができる 

２ 
・一定の指示のもと、ある程度
の仕事ができる 

１ ・職業準備教育を受けた段階 
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